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＜患者様連絡事項＞

菅井　浩子様～排便コントロールの為、シンラック１本処方となっています。

藤井　崇史様～本人の希望により本日昼より食事形態変更となっています。

　　　　　　　　常食大盛り→常食普通・麺のみ大盛り　へ変更

＜要注目患者様ケース検討＞

佐藤　惠圀様～気分の高揚継続して見られており、他患者様より｢骨を折るぞと言われた｣等クレームが出てきています。時折、他者へ強い口調で話している事も見られていますので継続し他者とのトラブルに注意して下さい。

佐々木　康子様～昨日の診察時に｢脇腹が痛い｣との訴えありレントゲン施行しています。主治医より骨折の疑いとの診断あり、室岡整形外科受診し肋骨左第８・９・10の３本骨折の診断受けています。また、室岡整形外科より下記の内容で内服薬・外用薬が処方となっています。

　　　　　　　　　ダーゼン(酵素製剤)(５)　　　　　　　　２Ｔ

　　　　　　　　　ロルカム(解熱鎮痛消炎剤)(４)　　　　　２Ｔ

　　　　　　　　　イサロン(消化性潰瘍治療薬)(100)　　　 ２Ｔ　　２×朝夕　

　　　　　　　　　タケプロンＯＤ15(消化性潰瘍治療薬)(13)１Ｔ　　１×朝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14日分処方

　　　　　　　　　モーラスハップ　60mg　　　７袋

　　　　　　　　現在、リブバンドにて固定しており、本日は｢動くと少し痛む｣と話されていますが、日課プログラムへの支障は無く取り組む事出来ています。

昨日の診察時は、｢15日の未明に部屋で椅子の上に上ったらバランスを崩して落ち、ベッド柵へぶつけた｣と話されていますが、その後｢10日くらい前に落ちた｣｢いつだったか忘れた｣等の発言も聞かれ本人も定かでは無い様子あります。

　　　　　　　　実際にスタッフ側で確認しているのは2/15(火)の深夜帯ではありますが、他の日にも｢蛍光灯に隠しカメラがある｣等により椅子に上っている可能性もあるため、注意し観察するようにして下さい。また、本人が蛍光灯を気にしている様子があったら、スタッフと共に確認するよう介入して下さい。

新井　圭次様～昨日、２回嘔吐あり下痢の訴えも聞かれています。

　　　　　　　本日は朝１度下痢の報告あり、作業療法時体調不良を訴え途中退席されています。風邪症状はありません。

　　　　　　　本人へ話を聞いたところ｢昨日、腐りかけのバナナを２本貰って食べた。多分それが原因だ｣と話されています。スタッフから本人へは他者からの貰い物や腐り掛けの物は食べないよう伝えていますが、今後も注意し観察するようにして下さい。

菅井　浩子様～昨日｢お金が掛るから｣と話し、食事・入浴の一時的な拒否見られています。本日は、日課プログラムの拒否は無くやや口調の強さ見られてきています。今朝｢私の症状をカルテに書いて｣と訴えあり｢痰が絡む｣｢手・足・腕が痛い｣｢退院出来るか心配｣等話されています。

　　　　　　　やや口調の強さが見られている為、精神状態と他者とのトラブルに注意し観察して下さい。

宮本　建蔵様～本日｢抜針したら退院しても良いですか｣と訴えあります。気になる事があるのか問うと｢家を見なきゃならないから…｣と話されています。退院については主治医へ確認し、退院したいからと突発的に行動しないよう伝えています。表情の硬さや切迫した様子はなく穏やかで日課行っています。精神状態と衝動行為に注意し観察して下さい。

＜猪股Ｄｒ患者様ＮＣＰ評価検討＞

大橋　照子様～現在、｢腕が痛い｣と身体不調の訴えあり日課支障あるためＮＣＰの検討行っています。

　　　　　　　～意見～

　　　　　　　・問題点が｢体感幻覚に左右され…｣となっているが、幻覚ではなく実際に本人は腕が痛いのではないか？

　　　　　　　・Ｏ－Ｐに｢現実検討を促す｣とあるが、実際に痛い場合は本人を否定している事になるのではないか？

　　　　　　　・大橋様に限らず、スタッフ側が｢これは幻覚だ・妄想だ｣と決め付けている事が多いのではないか？

　　　　　　　・外出プログラムを拒否し続けているが本人に詳しく話を聞くと｢行きた

い気持ちはあるが体が痛い｣と話している。

　　　　　　　・血圧測定をただ拒否しているわけではなく、｢腕が痛いのなら足で血圧

を測りましょうか？｣と問うと快く応じている。

　　　　　　　等、上記の意見が出ています。

　　　　　　　～今後～

　　　　　　　・上記、意見を取り入れ受け持ち担当は早急にＮＣＰの変更を行って下さい。

　　　　　　　※初めから幻覚・妄想と決め付けるのではなく、本人とのコミュニケーションを増やし実際の痛みはどこから来るのか・幻覚なのか現実なのかの見極めも出来る様関わって下さい。

＜猪股Ｄｒ診察状況＞

上野　康弘様～本人より中途覚醒があり熟睡感がないとの訴えあり以下の内容で臨時薬が処方となっています。

　　　　　　　　コントミン(精神神経用剤)(25)　１Ｔ　本日就床前～５日分　以後定期

　　　　　　　精神状態安定している事から来週の定期薬より以下の内容で減薬予定となっています。

　　　　　　　　ジアゼパム(抗不安剤)(２)　３Ｔ　　　止め

　　　　　　　入院時より採血未実施の為、来週院内セット３施行の指示出ています。

